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【序章】 

 子どもたちの体力低下が社会問題になってい

る。その解決策を検討する研究がさまざま行わ

れてきたが、いまだ解決には至っていない。こ

れは文部科学省の体力調査からも明らかであり、

新体力テストの種目によっては下げ止まりにな

ってしまっているのが実情である。そこでこの

状況を打開していくための手がかりとして「遊

び」に注目した。現代の子どもたちの遊びはテ

レビゲームが主流となり、外で遊ぶことは以前

と比べて非常に少なくなっている。この現状が

子どもたちにどのような影響を与えているのか

について明らかにするとともに、どのような解

決策が見出されるかについて検討した。 

【第1章】 

 「遊び」とは何か。第1章では、遊び研究の

第一人者であるホイジンガの考える遊びの定義

とその研究をもとにさらに「遊び」を追究した

カイヨワをもとに遊びの本質と定義を検討する。

前者は遊びそのものが持つ面白さこそが本質で

あるとして遊びを定義し、後者はホイジンガの

考えを批判しながらも大筋で相違はなく、いく

つか付け加えながら定義している。カイヨワの

考える分類論にあるアゴン、アレア、ミミクリ、

イリンクスのうち特にイリンクスの領域を含め

たのはカイヨワの独創的なものであった。 

【第2章】 

 第2章では、深刻化する子どもの体力低下問

題の原因とその影響について遊びを中心に検討

する。遊びの変容は先行研究による調査をみれ

ば一目瞭然である。遊びの種類はボール遊びや

かくれんぼといった外遊びからテレビゲームな

どの室内遊びに変わり、それが原因で当然遊び

場所も自然的空間から室内空間へ偏ってしまっ

ている。この原因が第1章の両者がいう日常と

は隔離された「時間」と「空間」それに外遊び

をするのに必要な「仲間」の三間の欠如にある

のではないかと考え、それぞれについて一昔前

とどのように変化し、今どのような状況にある

かを検討した。また、遊び以外の体力低下問題

の原因についてもいくつか検討している。例え

ば、生活スタイルの変化や国民の潜在的意識と

社会状況などといったものである。 

【第3章】 

 第3章では、この現状を打開するための解決

策として考えられる方法を「学校」、「家庭」、「地

域」の3つの視点から検討した。まず「学校」

では、三間の揃っている環境を充分に活用して

教師や地域住民の協力も得ながら休み時間等に

活動することで遊ぶ時間を増やす。また、「家庭」

では意識改革と遊びや体力に関する知識を改め

ることが最優先であるといえる。そして「地域」

では、遊びを知っている大人と子どもの接する

機会を増やすために総合型地域スポーツクラブ

の発展を促すことが必要であると考えた。しか

し、これらの解決策はこの三者の連携、協力が

なければ成り立たないと考えられる。 

【結章】 

 第3章までに遊びとその変容、そしてそれが

原因で起こる体力低下問題の解決策について言



及してきた。現状からして、大人が子どもの遊

びの手助けをしなければいけないと考える。し

かし、それはあくまで遊びの環境を整える土台

作りであり遊びの定義にもある自由な活動とい

う定義を犯してはならない。この解決策が少し

でも体力低下を食い止めることを願っている。 


